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第16回若年者ものづくり競技大会（電子回路組立て職種） 

 ～ メカトロ部 ～ 銀 賞 

 

 ８月４・５日にアイテム愛媛にて「若年者ものづくり競技大会」

が開催されました。この大会の参加者は、全国各地の電子・情報系

の学科を専門とする20歳以下が対象で、職業能力大学校や短期大学

を中心とし、高校生も各ブロックを勝ち抜いた選手が18名出場しま

した。内容はグラフィックディスプレイ、ＬＥＤ、ブザー、ロータ

リーエンコーダや加速度センサなどを駆使してプログラミング技術

や半田付け技術を競い、その総合力を評価します。大会担当者は、

技能五輪の主査や技能五輪で国際大会等に出場経験のある企業の方

で、高校生ではかなり難易度のある高度な技術を求められる大会で

した。また、大会では本校メカトロ部ＯＢの二宮拓務先輩も出場し

ており、同門対決として注目されました。 

本校メカトロ部、電子機械科３年の稲田颯汰さんは、終了40分前

に作業が完成しました。残り時間は確認作業をするなど、製品を完

璧なものに仕上げていきました。結果は銀賞で全体の２位、高校生の中では１位と大健闘でした。金賞は本校ＯＢの

二宮先輩でした。稲田さんは「コロナ渦でアクシデントなどがあり大変でしたが、今まで努力した成果を発表するこ

とができて満足しています。先輩には勝てませんでしたが、高校卒業後に技能五輪全国大会に出る目標も定まりまし

た。また、11月に行われる高校生ものづくりコンテスト全国大会では、この経験を生かして頑張りたいと思いま

す。」と述べていました。来年度も若年者ものづくり競技大会の出場権を得ているため、再度全国大会に向けて頑張

ってほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

メカトロ部 稲田さんの大会の様子 

参加者の座席表 稲田さんの大会の様子 

大会で出題されたプログラムを入れた作品 提出用作品 




